第２次玉名市男女共同参画事業計画（平成２５年度～平成２９年度）　
平成２５年度実施状況報告
この報告には、玉名市男女共同参画計画に関する施策の中から、主な事業を抜粋して掲載しております。
　重点目標Ⅰ･･･　男女共同参画の意識づくり
	主要施策
	具体的施策
	具体的な取り組み
	平成２５年度の実施状況
	担当課

	１　男女の人権の尊重
	（１）人権尊重の理解と認識
	人権意識を高めるための教育や啓発の推進
	8月18日(土)玉名市民会館及び九州看護福祉大学において、玉名市人権教育研究大会を開催。午前は西合志南中学校長の野口誠也氏による講演、午後は実践レポート研修会を実施。教職員と保護者等約500名の参加があり、人権意識の高揚と指導方法等の在り方について、研修を深めた。
	教育総務課

生涯学習課

H25年度


	
	
	
	10月30日（に「人権教育授業実践交流会」を実施。大浜小、滑石小、小天小、大野小、玉名中の6校において人権問題等を扱った授業実践による交流を行った。約400名の参加があり、指導方法等のあり方について研修を深めた。
	教育総務課

H25年度


	
	
	
	人権教育研究大会時に市内小中学校、保育所より募集した人権啓発ポスター・標語を玉名市民会館ロビーに展示した。更に人権週間の期間だけでなく、生涯学習フェスティバルでも展示をおこない、より多くの方々が目にしてもらえるよう啓発を行うことができた。
	生涯学習課
H25年度


	
	
	
	「人権の花」運動を 滑石小学校で実施。児童が一年を通して様々な種類の花を育成し、採取された種子をエコ風船に付けて飛ばした。高学年生が低学年生の面倒を見たり、手助けをするなど助け合いの大切さを実感できた。種を拾った遠方からの手紙や電話に子ども達も大変嬉しそうだった。
	人権啓発課

H25年度


	
	
	
	九州看護福祉大学の学園祭との共催で、10月27日（日）に「男女共同参画フォーラム」を開催。多数の学生の参加を得ることができ、これまでと違った年代の人たちへの啓発をすることができた。参加人数は316人であった。
	人権啓発課
H25年度

	
	
	男女共同参画の視点による人権を守る環境づくり
	7月に『社会を明るくする運動』を実施し、今年度で63回を迎え、各関係機関と連携をとりながら周知徹底を図った。悪書等の撤廃のための『白ポスト』（市内7か所）の管理を行った。

チラシ配布　参加人数：100人

のぼり　　7月1日～31日

広報車啓発　7月1日～31日
	生涯学習課
H25年度


	
	（２）あらゆる暴力の根絶
	セクシュアル・ハラスメントの防止対策と啓発
	小・中学校において、「不祥事防止年間指導計画」にセクシュアル・ハラスメント及びパワー・ハラスメントに関するボトムアップによる研修を位置付け、計画に則り実効性のある研修を実施。その結果、教職員の認識は高まっている。また諸会議等において市教育委員会作成の「不祥事の根絶に向けて」を教材に指導を行っており、その結果ハラスメント防止の意識は着実に浸透している。
	教育総務課

H25年度


	
	
	
	管理職を対象としたメンタルヘルスケアのライン研修の中で、「ハラスメント」に関する研修を行った。
	人事課

H25年度


	
	
	「あらゆる暴力」を許さない意識づくり
	・年1回広報誌に児童虐待と併せ、ＤＶの説明並びに婦人相談、児童相談の案内を掲載。

・市ホームページにも同情報を掲載した。

・民生委員、県女性センターや関係課と随時連携を取りケース会議を実施。
	子育て支援課
H25年度

	
	
	子ども・高齢者などの弱者に対する虐待防止に向けた取り組みの推進
	教育相談員等連絡会議（年3回開催）において、虐待と思われるような事例について協議し認識を深めた。

また子育て支援課の家庭児童相談員と連携をとり適切に対応することができた。事案によっては、教育事務所のSSWやSC、県児童相談所とも連携し、対応した。
	教育総務課

H25年度


	
	
	
	「要保護児童対策及びＤＶ防止対策等地域協議会」

代表者会議開催。

個別ケース会議は年々増加している。

ＤＶ相談新規9件、再来17件の相談があった。

児童虐待62件の相談があった。
	子育て支援課
H25年度

	
	
	
	虐待対応マニュアルに基づき、早期対応を課内及び地域ケア会議等での実施に努めている。
	高齢介護課

H25年度

	
	
	
	こんにちは赤ちゃん事業（母子保健推進員・保健師・助産師の訪問）および乳児訪問を通して、安心して相談できる体制づくりに努めた。虐待が疑われるケースは子育て支援課や児童相談所と連携して支援を行った。
	保健予防課

H25年度

	
	
	
	｢障がい者相談支援事業｣

有明圏域で月に１回、巡回相談を行っているが、原則予約制にしたことで、事前に相談内容が把握でき、より深く時間をかけて対応できた。
	総合福祉課

H25年度

	
	
	被害者に配慮した相談体制の充実
	安心して相談できるよう、時間帯や場所について相談者の状況に応じ適宜対応している。また、養育費や生活困窮者のための相談などの研修会にも参加し、研鑽することで相談体制の充実を図っている。
	子育て支援課
H25年度

	
	
	
	乳幼児健診や家庭訪問等を通して、対象者との信頼関係を築きながら相談者の話を傾聴し、気軽に相談できる体制づくりに努めた。
相談技術のスキルアップのためにコミュニケーションスキル研修会等へ積極的に参加した。
	保健予防課

H25年度

	
	
	
	1 「地域包括支援センターとの打合せ会議」

高齢者虐待の対応等について検討。（月1回）
2 「介護保険サービス事業所の形態別専門研修」
認知症ケアの質の向上のため、居宅介護支援専門員、訪問系、通所系、施設系ごとの研修会を開催した。

③　地域ケア会議（ケース検討）の開催（随時）

④　職員の研修会参加
	高齢介護課

H25年度


	
	
	
	相談支援事業所と協力しながら、当事者や家族の相談等に対応、アドバイスやサービスの紹介等の支援をおこなった。

巡回相談は、毎回広報たまなやホームページで周知しているが、利用者は少ない。
	総合福祉課

H25年度


	
	
	
	税務課納税対策室、総合福祉課保護係、子育て支援課婦人相談員等から繋がれた多重債務などの相談を担当課及び関連課と連携して、問題解決に努めた。

25年度から市民生活に関する深刻な問題に対し関係課等が連携し、問題を解決する「玉名市生活安心ネットワーク委員会」を設置。2ヶ月に1回をめどに実施し、外部の関係機関を交え、事例によるケース検討会議等を行った。（6月、7月、9月、11月、2月開催）
	生活安全課

H25年度

	
	
	
	法務局および人権擁護委員による無料の人権相談を6月、9月、12月の3回市内4箇所で実施。関係機関、関係課との連携も図られた。
	人権啓発課

H25年度

	
	
	
	
	


	主要施策
	具体的施策
	具体的な取り組み
	平成２５年度の実施状況
	担当課

	２　男女共同参画の視点に立った教育・保育・学習の推進
	（１）家庭・地域社会における男女共同参画の意識づくり
	固定的性別役割分担意識の改革と慣行の見直し
	6月に2回連続講座として、「イクメンパパの手でスマイル赤ちゃんとパパのベビーマッサージ講座」を開催。12組の親子が参加。参加者延べ49名と好評であった。
	人権啓発課

H25年度


	
	
	家庭教育・社会教育における学習機会の充実
	①6月の男女共同参画週間に併せて、市の図書館・公民館4か所に、男女共同参画に関する本、チラシ、ポスターの特設コーナーを１ヶ月間設置した。広報の新刊案内に特設コーナーを掲載したことが周知につながった。

②5月18日、6月8、22、29日、7月6日に九州看護福祉大学との共催による講座を開催した。統一テーマは「暮らしを考える」。男女共同参画の視点を盛り込んだ講座を開催することで生涯学習の充実を図るものである。
	人権啓発課

生涯学習課

H25年度

	
	（２）就学前・学校教育における男女共同参画の意識づくり
	子どもの発達段階に応じた男女平等教育の推進
	保育所での取組み

①「保育士から園児へ一対一の言葉かけ」

子どもは自分の存在を保育者に肯定的に受け入れられていると感じ、生き生きと行動し、自分らしさを素直に表現し、意欲や自信を持つようになる。

②「友達となかよく」

子どもたちは友達とかかわって楽しさや喜び、葛藤、挫折を味わいながら成長し、次第に自分の気持ちや相手の気持ちに気づくようになり、相手の心に共感したり考えながら行動したりする力を身に付けている。

③　「差別のない勤労観・職業観の育成」

子どもたちは園に訪問されるいろいろな職業の大人に対して「ありがとう」という気持ちを身に付けている。

男女平等・人権尊重の視点に立った教育・学習の充実に努めるために、男性も臨時保育士に応募できる旨を広報に掲載したが、男性からの応募はなかった。
	子育て支援課
H25年度

	
	
	
	小学校、中学校ともに年間指導計画を立て、キャリア教育を系統的に展開している。特に中学校においては、2年生時の職業体験学習をはじめとした進路に関する学習の充実を図るなど、個に応じた進路選択、生き方選択ができるように指導を行っている。
	教育総務課

H25年度

	
	
	教職員や保育士などへの研修の充実
	各小中学校の校内研修年間計画に、人権教育に関する研修を定期的に位置づけ、男女共同参画に関する内容を扱っている。教職員の男女共同参画に対する意識は高いと捉えている。
	教育総務課

H25年度


	主要施策
	具体的施策
	具体的な取り組み
	平成２５年度の実施状況
	担当課

	３　男女共同参画啓発活動の充実
	（１）広報・啓発活動の充実
	市の広報紙などを活用した啓発の充実
	・ 街頭啓発におけるチラシや相談所開設時における広報紙等で人権に関する情報を発信した。

・ 市のホームページ、広報誌に「男女共同参画をめざして」と題するコーナーを新設し、毎月の連載で男女共同参画社会に関する情報を発信した。
	人権啓発課

H25年度

	
	
	講演会や講座などの開催


	①6月22,29日の2回、「赤ちゃんとパパのためのベビーマッサージ講座」を開催した。子育て世代の若い男性へ男女共同参画の主旨を説明する時間を設け、啓発に努めた。
②8月20、27日、9月3日の3回の連続講座として、「ココロを軽くする女子会講座part.2」を実施した。小さな子どもを持つ女性を中心に幅広い世代の受講者が参加した。
③10月27（日）に九州看護福祉大学学園祭との共同企画として、「玉名市男女共同参画フォーラム」を開催。南雲明彦氏を講師に招き、「LD（学習障害）だから見つけられた風景～生きづらさの可能性～」と題して講演いただいた。学生を中心とした集客ができ、これまで啓発できなかった世代の来場が多くあったことが収穫となった。

④2月19日、26日、3月5日の3回の連続講座として、「まずは自分のために！あなたの大切な人のためのボディトーク講座」を開催した。
	人権啓発課

H25年度

	
	
	男女共同参画に関する調査の実施と情報の収集や提供

	広報とホームページにより市民向けの啓発コーナーを毎月1回実施した。また、職員には専門部会を通し、男女共同参画に関する情報や特に審議会等への女性登用に関する情報を提供し、協力を呼びかけた。
	人権啓発課

H25年度


　重点目標Ⅱ･･･　男女共同参画の環境づくり

	主要施策
	具体的施策
	具体的な取り組み
	平成２５年度の実施状況
	担当課

	１ 政策・方針決定過程への女性の参画の拡大
	（１）政策・方針決定過程への女性の参画促進
	市における審議会等への女性委員の登用目標設定及び進捗状況調査の実施


	第２次玉名市男女共同参画計画の初年度となることから、特に低迷が続いている「審議会等への女性登用」を推進するために、庁内各担当課から審議会ごとの現状や登用できない理由を提出してもらった。女性登用が進んでいる他市の調査をおこない、手法等について取りまとめ、各課へ登用促進を再度依頼した。
	人権啓発課

H25年度


	
	
	
	「玉名市防災会議」に今年度初めて、女性委員2名を登用できた。今後も女性委員増加に努める。
	総務課

H25年度

	
	
	
	玉名市老人保健福祉及び介護保険運営協議会委員の女性登用率は40％である。（15名中6名が女性委員）
	高齢介護課

H25年度

	
	
	
	玉名市６次産業活性化委員会10名中3名が女性で登用率は30％である。委員長も女性。
	６次産業推進室
H25年度

	
	
	
	民生委員児童委員等においては女性委員の登用は推進されている。
	総合福祉課

H25年度

	
	
	
	下水道事業審議会の委員構成は、13名中5名が女性で、登用率は38.5％となった。
	下水道課

H25年度

	
	
	
	玉名市伊倉児童センター運営協議会、10名中4名女性委員登用。（40％）

玉名市次世代育成支援行動計画運営協議会、全15名のうち女性委員6名登用。（40％）

保育所民営化検討委員会、10名中4名女性委員登用。（40％）
	子育て支援課
H25年度

	
	
	
	博物館協議会は女性登用50％。文化財保護審議会委員女性登用40％であり、次回の改選では女性委員の増員に努める。

市民音楽祭実行委員会は女性登用40％。
	文化課

H25年度

	
	
	
	H26年2月に新たに都市計画審議会委員の委嘱をおこなったが、これまで15名中5名だった女性は3名となった。市議会議員の交替によるところが要因。
	都市計画課

H25年度

	
	
	
	H26年1月6日議会推薦により、農業委員として2名の女性が登用された。
	農業委員会

H25年度

	
	
	管理職や地域活動等の指導的立場への積極的な女性の登用
	玉名市認定農業者連絡協議会では役員の女性枠を18名中5名としている。本部役員は、夜間に会議を行ったり年間20回を超える行事があり、女性にとって参加が厳しい。家族が参加する会合等で活動報告等を行い、女性の活躍を周知する必要がある。
	農林水産政策課
H25年度

	
	
	「玉名市女性人材リスト」の整備と積極的活用
	H26年2月の都市計画審議会委員に委嘱にあたっては、「玉名市女性人材リスト」から選出した。
	都市計画課

H25年度

	
	
	
	女性人材リスト登録については、若い世代及び幅広い分野で活躍する女性（大学教員・医師・司法書士等）の登録を依頼し実現することができた。
また、専門部会や掲示板を通して、委員登用時の女性人材リスト活用を呼びかけた。その結果3課、4つの審議会で人材リストからの女性登用が実現できた。
	人権啓発課

H25年度

	
	
	市における委員選定の際の男女共同参画担当課との協議と公募制の導入
	商工観光課「観光ほっとプラザたまらら指定管理候補者選定委員会」、都市計画課「都市計画審議会」、総務課「情報公開審査会」「個人情報保護審査会」の委員選定に際し、男女共同参画担当課との協議をおこない、女性人材リストからの選出をおこなった。

また、平成26年度からの「玉名市男女共同参画審議会」に公募枠2名を設けた。2名の応募があった。
	人権啓発課

H25年度

	
	（２）女性のエンパワーメントの支援
	女性の能力開発と能力発揮のための支援


	・鹿本・菊池地域で女性農業委員会研修をおこなった。

　年5回　参加人数5人

・県農業会議、農政局主催の研修会に積極的に参加。

　年2回　参加人数5人
	農業委員会

H25年度


	
	
	
	商工業者へ「ワーク・ライフ・バランス」に関するチラシを配布。

また、地域社会向けとして、まちづくり委員会委員へ「女性の出不足金」に関するチラシを配布。
	人権啓発課

H25年度

	
	
	
	人・農地プラン研修会は2回おこなった。女性委員の出席率は100％である。
	農林水産政策課
H25年度

	
	
	講座などにおける託児の実施


	市が主催・共催する講演会、イベント等において主管課から託児室設置の要請があった場合、男女共同参画係で確保している託児スタッフを派遣する。子ども連れでも安心して講座、フォーラム等に参加できる環境づくりができてきており、昨年度より大幅に利用者が増加した。

また、人権啓発課で主催した「ココロを軽くする女子会講座」では、月齢の低い託児の希望が多く、スタッフが不足した。来年度はスタッフを増員したい。
今年度の託児実施状況＝13回延べ33名出勤。

受け入れた幼児数　66名
	人権啓発課

H25年度


	
	
	
	離乳食教室実施時は、関係機関（ヘルスメイト・母子保健推進員）の協力により、託児を実施し、母親が安心して教室に参加できる体制づくりに努めた。
	保健予防課
H25年度


	主要施策
	具体的施策
	具体的な取り組み
	平成２５年度の実施状況
	担当課

	２ ワーク・ライフ・バランスを実現するための環境づくり
	（１）働く場での男女共同参画の推進
	自己能力や生産技術・管理能力などを高めるための学習支援
	女性農業者の視察研修会を開催。ビニールハウス資材工場の視察、杷木町の九州初女性首長だった｢中嶋玲子さん｣との意見交換会を企画した。５４名が参加した。
	農林水産政策課

H25年度


	
	（２）仕事と家庭生活の両立支援
	育児・介護休業制度などの周知と利用促進
	①新規採用職員に対し、新規採用職員研修の際に、育児・介護休業制度についての説明を行い、同制度について理解が深まったものと考える。

②今年度、育児休業を取得した職員全員分、代替要員として臨時職員又は非常勤職員を雇用。介護休業を取得した職員は無。
	人事課

H25年度

	
	
	仕事と子育て・介護が両立できる環境づくり
	仕事と子育て・介護を両立するという観点から「ワーク・ライフ・バランス」に関するチラシを作成。商工会議所、商工会へ配布した。
	人権啓発課
H25年度

	
	
	
	病児・病後児保育事業「ひだまりキッズ」
利用者数361名（H25.12月末現在）

ファミリーサポートセンター利用　631件　

延長保育、一時保育等利用者
· 「延長保育」＝16保育所（園）で実施。一日平均対象児童見込数239人、対前年度比15人増。
· 「一時保育」＝6保育所（園）で実施。延べ利用者見込数5,185人、対前年度比延べ785人増。

· 「放課後児童健全育成事業」＝12クラブ。

利用者401人（H25.12月現在）

対前年度比16人減。
	子育て支援課
H25年度


	
	
	
	介護予防事業・・（2月現在）

いきいきふれあい活動85ヵ所

ゆた～っと元気体操96ヵ所

地域支援事業・・（1月末）

　生活管理指導員派遣事業　372回

　ふれあい生活支援事業　　 168回

 食の自立支援事業　　　 　3,941回

　家族介護慰労事業　　　　　　　8件

　外出支援サービス事業　　2,937回

　高齢者住宅改造助成事業　 　4件

緊急通報装置整備事業　　　5件
	高齢介護課

H25年度

	
	
	
	母子手帳交付時に、パパ手帳を交付し、学級および個別面談を通して子育てへのイメージ・父親としての意識を持って子育てに協力してもらうような意識づけを行った。また子育てネットワークで実施されているプレパパ・プレママ学級への参加勧奨を行った。
	保健予防課

H25年度ﾞ


	
	
	男性、子どもにとっての男女共同参画の推進
	「イクメンパパの手でスマイル～ベビーマッサージ講座」を開催した。この講座を通して、わが子と触れ合う時間の大切さを認識することで、労働環境等からの重圧等の問題をはじめとする男性にとっての男女共同参画を啓発できた。

広報とホームページにシリーズで掲載している「男女共同参画社会を目指して」のコーナー2月号として、「恋人間の暴力（デートDV）」をテーマに記事を掲載した。
	人権啓発課

H25年度

	
	
	
	男性のための料理教室をされている「たまな元気会」や男性を中心とした「むしゃもん塾」等への広報活動を行った。
	高齢介護課

H25年度

	
	

	主要施策
	具体的施策
	具体的な取り組み
	平成２５年度の実施状況
	担当課

	３　あらゆる分野における男女共同参画の推進
	（１）地域社会における男女共同参画の推進
	地域社会での男女平等と社会参画の推進
	広報・ホームページの男女共同参画シリーズ3月号にて、「女性の出不足金」を掲載。

また、まちづくり委員会会議において、男女共同参画チラシ「地域で活躍されるみなさまへ」と題して、女性の出不足金問題解消に向けた啓発を行った。
	人権啓発課

H25年度


	
	（２）国際的理解の推進
	国際理解のための学習機会などの充実
	外国語活動（英語活動）や外国語の授業及び総合的な外国語の時間等における国際理解教育の取組並びにＡＬＴを活用して、国際理解教育を推進することができた。　小学校・・・355回、中学校・・・804回へALTを派遣。
	教育総務課

H25年度



　重点目標Ⅲ･･･　男女がともに自立し、豊かで安心して暮らせる社会づくり

	主要施策
	具体的施策
	具体的な取り組み
	平成２５年度の実施状況
	担当課

	１ 生涯を通じた健康づくりの支援
	（１）心身の健康づくり支援の充実


	各種健診事業などの充実と受診率向上
	妊婦健診費用助成を14回補助（里帰り分娩にも対応）。健診内容もHTLV-1抗体価検査が追加されるなど内容の充実が図られた。14回の妊婦券でほぼ妊婦健診費用をカバーできている。
女性特有のがん検診（乳ガン・子宮頸ガン）事業は好発年齢にあわせ、無料クーポン券を活用。集団検診・医療機関・人間ドックと個人の希望により選択できるような受診体制をとった。
	保健予防課

H25年度


	
	
	
	７０歳以上の方への基本チェックリスト実施により二次予防事業対象者の把握をおこなった。基本チェックリスト回収目標70％以上に対して、63.1％の回収率だった。
二次予防事業対象者の介護予防教室参加者は125人だった。
	高齢介護課

H25年度


	
	
	食育・健康教育・相談事業の充実
	食育フェア実行委員会として作業部会を編成し、市民参加により計8回の会議を開催。フェアに向けて市民と協働で元気野菜づくりに取り組み、土づくりや野菜の機能性について、情報を共有することができた。九州看護福祉大学鍼灸スポーツ学科教授中井さち子先生による「食は人をよくすること五味五色と抗酸化力の効用と題して講演。319名の参加があった。
心血管疾患に繋がる可能性の高い対象者の推移

＊Ⅱ度高血圧以上（H22  7.9% → H24　5.9%）
＊Ⅲ度高血圧（H22 1.4%　→　H24 0.7%）
＊HbA1c6.1以上（H22 13.6% → H24 7.7%）
＊その他尿蛋白治療なしの割合の低下など少しずつではあるが有所見率の低下が見られている。
	保健予防課

H25年度


	
	
	
	①元気な高齢者対象に低栄養改善の学習会をいきいきふれあい活動等で実施した。

・食事、栄養の話　７回実施

・口腔の話　　　　15回実施

②65歳以上の高齢者を対象に、健康教育を実施。
（介護予防教室：40回、口腔教室：21回、認知症予防26　回　　）
	高齢介護課

H25年度


	
	
	
	①園内の菜園の野菜作りを通して食育への関心が生まれ、野菜の生長過程を喜び、命あるものだと気づいた。嫌いな野菜も口にする園児が増えた。

②親子クッキングを開催。父親の参加はなかった。

③給食、おやつの展示を全園で実施。保護者が給食に対して、高い関心を示すようになった。
	子育て支援課
H25年度


	
	
	
	すべての小・中学校において食育年間指導計画を立て、それに基づいた系統的な指導をおこなった。また、ほとんどの学校で野菜や米を作って食べるなど体験的な学びが充実してきている。

なお、保護者に向けては授業公開やお便り等を通し啓発を図っている。
	教育総務課

H25年度

	
	
	男女がともに参加しやすい生涯スポーツ推進体制の整備
	男女が共に参加する生涯スポーツを推進するために、支館球技大会や市民体育祭、支館駅伝大会などを企画開催。多くの市民の参加があり、健康づくりを支援した。
	生涯学習課
H25年度

	
	（２）教育・学習事業の推進
	あらゆる学習の場を通じた性と生命の教育の推進
	全ての小・中学校において、性教育の年間指導計画を立て、その計画に則り、児童生徒の発達段階に合った指導ができた。なお、ほとんどの学校で、性教育の授業を公開したり、保健だよりや学校だより等で広報を行ったりと、保護者への啓発を継続して行っている。
	教育総務課

H25年度

	
	
	
	全保育所において、火災避難訓練・防犯避難訓練・地震避難訓練を実施し、危険から身を守るための訓練を重ねるごとに機敏に避難できるようなっている。命の大切さが理解できつつある。また、絵本や図鑑などで興味を持ち、実際に小動物がいた時は保育士と一緒に飼育を楽しみことで命の大切にする気持ちを育んでいる。
	子育て支援課
H25年度


	
	
	
	高校生を対象とした性教育講演会に講師として参加した。
	保健予防課

H25年度


	主要施策
	具体的施策
	具体的な取り組み
	平成２５年度の実施状況
	担当課

	２　子育て支援、高齢者などへの支援と暮らしやすい環境の整備
	（１）安心して産み育てられる支援の充実
	子育てに関する情報と学習機会の提供


	母子手帳交付時の両親学級で、妊娠中の健康管理や産後の生活のイメージができるように座談会を実施した。

随時交付時に夫婦で来られた方が多く、個別に意識づけを行った。
また、子育てネットワーク実施のプレパパ・プレママへの参加勧奨も行った。

育児学級時に夫婦で来られた場合、座談会等で父親が子育てに積極的に参加する必要性についての意識啓発をおこなった。
	保健予防課

H25年度


	
	
	
	父親の育児参加に対する意識が高まり、行事等への
参加も増えた。
	子育て支援課
H25年度

	
	
	母子保健の充実と健康支援
	母親学級時に低出生体重児発症予防や母親の将来の生活習慣病予防のために、妊娠中の健康管理の大切さについて健康教育を行った。

妊婦健診費用助成を14回補助（里帰り分娩にも対応）し、健診内容の充実や妊婦の経済的負担の軽減が図られた。妊婦健診受診結果を基に、保健指導を行ったり、産後に糖尿病やCKD等の進展予防のための保健指導・若人健診の受診勧奨を行った。

乳幼児健診等で必要時医療機関での精密検査を紹介したり、関係機関と連携して親子の支援を行った。また、親が子どもの発達段階に応じた子育てができるように家庭訪問や乳幼児健診等を通し、意識啓発を行った。

「こんにちは赤ちゃん事業」では、産後うつの早期発見に努め、産後うつのケースについては必要時医療機関を紹介したり、継続支援を行った。
	保健予防課

H25年度


	
	
	ひとり親家庭への生活自立支援


	・児童扶養手当

　父親がいない家庭や父親に一定の障害がある場合などに所得に応じて支給した。621名　

・母子家庭自立支援教育訓練給付金事業

　母子家庭の自立促進を図るため、対象講座を終了した場合に給付金を支給。1名受給

・母子家庭高等技能訓練促進費支給事業

　資格取得を目指す母子家庭の母に対し、2年以上のカリキュラムで一定期間を修了すると促進費を支給。
今年度は4名受給。
・ひとり親家庭等医療費助成

　病気等で医療機関にかかった場合、その保険医療費の２/３を助成した。1,206名認定。（H25.12現在）
	子育て支援課
H25年度


	
	
	子育て支援体制の充実
	「子育て支援センター」
就学前の子どもと保護者の交流の場で、子育て情報や保育士の専門的支援を提供する。
延べ利用者数　25,571名：5拠点（H25..12末現在）
・岱明町子育て支援センター　くすの木

・森のひろば　ログさんち

・玉名市子育てネットワーク

・つどいの広場

　おおむね3歳までの親子が、気楽に集い、子育ての相談や情報が得られ、仲間づくりができる。

・天水子育てホッとルーム

・子育てふれあいひろば
主に乳幼児をもつ保護者が気軽に集い、相談や情報交換をすることで、子育てに悩む保護者の不安解消につながっており多くの利用があっている。
	子育て支援課
H25年度


	
	
	
	母子保健推進員の相談スキル向上のために、研修会の充実を図った。

育児学級（生後2ケ月児対象）、子育て相談や随時の相談に対応し、気軽に相談できる体制づくりに努めた。

育児不安があるケースについては、子育て支援センターにつないだり、連携して支援を行った。
	保健予防課

H25年度


	
	（２）高齢者・障がい者、外国人等が安心して暮らせる環境の整備
	｢自分らしく｣過ごせるライフスタイルの実現と健康支援

	「玉名市生きがい活動支援通所事業」

家に閉じこもりがち、要介護状態になるおそれのある高齢者への社会参加を促し、社会的孤立感の解消、自立生活の助長、介護予防を図る。（実施回数　4月～2月

まで72回）

「高齢者元気づくりネットワーク事業「たまな元気会」の開催」
「高齢になり、どこに住んでいてもいきいきと暮らすことができるような地域」を目指し、市民・各種団体・行政・大学などとの協働により、地域ニーズにあった新たな仕組みを構築することが目的。現在、各自治区でウォーキング、演芸会、料理教室等を企画、実践し住民による自主活動が活発化している。
	高齢介護課

H25年度

	
	
	
	相談支援事業所と協力しながら、当事者や家族の相談等に対し、アドバイスを行った。

巡回相談は、毎回広報紙やホームページで周知しているが、利用者は少ない。しかし、原則予約制にしたことで、事前に相談内容が把握でき、より深く時間をかけて対応できるようになった。
	総合福祉課

H25年度


	
	
	高齢者の｢介護する方・される方｣双方の支援
	「地域生活支援事業」
地域や利用者の実情に応じ市が実施する事業で、障がい者及び介護者の地域における生活を支える様々な事業を行うことで生活支援ができた。
【平成25年度実績（H26.2月末）】

1 コミュニケーション事業　（22人）

2 日常生活用具給付等事業（1,072件）

3 移動支援事業（40人）

4 地域活動支援センター（登録者数268人）

5 訪問入浴サービス事業（4人）

6 日中一時支援事業（94人）

7 自動車運転免許取得・改造助成事業（6人）
「障がい福祉サービス事業」
障がいの程度や勘案すべき事項（社会活動や介護者、居住等の状況）をふまえ、利用目的にかなったサービスの提供をした。
【平成25年度実績（H26.2月末）】
①介護給付 ②訓練等給付 ③計画相談等 （551人）

④自立支援医療費制度（1,022人）

⑤補装具（196件）
	総合福祉課

H25年度


	
	
	
	1 介護予防事業（2月現在）

いきいきふれあい活動85ヶ所

ゆたーっと元気体操　96ヶ所

②　地域支援事業（H26年1月までの実績）

[生活管理指導員派遣事業372回]、[「食」の自立支援事業3,941回]、[ふれあい生活支援事業168回]

1 高齢者在宅福祉事業（H26年1月までの実績）

[家族介護慰労事業8件、外出支援サービス事業 2,937回]、[高齢者住宅改造助成事業4件]、[緊急通報装置整備事業5件]
	高齢介護課

H25年度


	
	
	高齢者などの社会参画及び就業支援


	「障がい者就業・生活支援センターでの支援」

職業相談、職業教育、職業実習等による就労支援に努めた。就業の希望は多いが一般就労に結びつかない状況。働く意欲がある障がい者への支援が更に必要。

・有明圏域障がい者自立支援協議会就労部会でも、

共通認識のもとに、就労支援活動を行った。
	総合福祉課

H25年度


	
	
	
	巡回相談において、就労に関する相談が増えている。相談支援事業所を通じて支援を行っている。
	総合福祉課

H25年度

	
	
	
	「玉名市高齢者等就業支援センター講座」においてインターネット、パソコンを使った写真加工、年賀状作成講座を開催した。　参加人数延べ887名
	高齢介護課
H25年度


	
	
	さまざまな困難を抱えている人々が安心して暮らせる環境の整備
	今年度の「玉名市男女共同参画フォーラム」にて、障がいを持つ方々の視点を踏まえて「LD（学習障害）だから見つけられた風景～生きづらさの可能性～」と題して、講演を行った。
	人権啓発課

H25年度

	
	
	
	認知症フォーラムや介護者のつどい、認知症サポータ養成講座等を開催し、多くの人が理解し、地域で助け合えるような取り組みを行った。
	高齢介護課

H25年度

	
	
	女性や災害弱者の視点を踏まえた防災分野における男女共同参画の推進
	防災会議委員に2名の女性委員を登用することができた。女性委員の登用は初めてであり、この内1名は男女共同参画担当課から総務課への働きかけにより実現。災害時の避難所運営等への助言を頂ける九州看護福祉大学の講師を選任できた。


	人権啓発課

H25年度

	
	
	ユニバーサルデザインに基づく都市施設の整備
	都市公園のバリアフリー化に伴い、トイレの改修等をおこなった。
	都市計画課

H25年度

	
	
	
	市民の方が安心安全に利用できるよう道路改良工事をおこなった。また定期的に市道パトロールを行い、道路の老朽化等の早期発見に努めた。
	土木課

H25年度


　重点目標Ⅳ･･･　男女共同参画に関する推進体制の整備
	主要施策
	具体的施策
	具体的な取り組み
	平成２５年度の実施状況
	担当課

	１　男女共同参画推進体制の充実
	（１）推進体制の整備
	男女共同参画のための推進体制の整備


	「玉名市男女共同参画審議会」の開催。

　4/16に今年度第1回目の審議会を開催。8/21に2回目の審議会を開催した。今年度は第2次玉名市男女共同参画計画の初年度であることから、この5年間で計画が適切に執行できるよう進行管理をおこなっていく手法について意見をいただいた。
	人権啓発課

H25年度


	
	
	
	玉名市男女共同参画社会行政推進委員会を5/31に開催。第2次計画に掲げる指標達成に向けた取り組みについて協議した。

また、下部組織である専門部会では6/4、7/31、9/19、1/16の4回開催。第2次計画の達成に向けた具体的な取り組みについて検討協議した。
	人権啓発課

H25年度


	
	
	男女共同参画計画の進行管理
	専門部会等を通じて、第2次計画の進行管理についての協議を行った。特に今年度は初年度のため、2次計画で特に重点目標の一つとしている「審議会等の女性委員登用年次計画」をすべての審議会等について、5ヵ年間の目標を定めた。この内容を審議会へ報告した。
	人権啓発課

H25年度

	
	
	職員の能力向上と人材育成
	各種研修への参加は確実に見られるが、相変わらず女性職員の参加が少ない。
基本研修は予定どおり実施した。
	人事課

H25年度

	
	
	総合的な相談体制の整備


	「市民相談」＝日常生活での困りごとや悩みごとなどの話を聞き、解決方法を説明した。平成26年2月末の取扱件数　130件

「消費生活相談」＝消費者トラブル、多重債務について話を聞き、解決方法を説明した。取扱件数　704件（平成25年4月～26年1月）

「多重債務相談」＝多重債務の相談を受け、債務整理の支援及び生活再建のための家計管理の手伝い。251件
「無料法律相談」＝弁護士が様々な法律相談を受ける。

月2回開催。相談件数　平均１回につき１～５件。

すべての相談件数が増加しているが特に消費生活相談前年度の約2倍、多重債務相談件数は前年度の4倍以上と非常に増加している。
	生活安全課

H25年度


	
	
	
	婦人相談員による相談（月～金曜日9時から16時）を子育て支援課内でおこなっている。
H25年度延べ相談件数は187件。

警察、医療機関など関係機関を通じての相談も定着。
	子育て支援課
H25年度


	
	
	国、県、他市町村や各種団体との連携
	昨年熊本県が中心となって設置された「地域連絡会議」は２回開催された。玉名地域は６市町で構成しメンバーは県及び市町村担当者、県男女共同参画推進員等。今年度は2回開催し、各地域の実情や課題を把握し、市町村相互の男女共同参画施策の協力・連携を図り、地域が主体となった男女共同参画社会づくりがなされることを目指していく。
	人権啓発課

H25年度


	主要施策
	具体的施策
	具体的な取り組み
	平成２５年度の実施状況
	担当課

	２　活動拠点施設の整備
	（１）活動拠点の充実
	男女共同参画センターの設置
	平成26年にオープンする新庁舎の中には設置できるスペースがない。男女共同参画社会の実現に向けた拠点施設としてどのような施設を目指すのか等について、今後十分検討協議していきたい。
	人権啓発課

H25年度
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